
 

四
月
十
日(

水)

、
多
く
の
保
護
者
及
び
来
賓
の
ご
参
列
の
元
、
令
和
七

年
度
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
一
五
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

新
た
な
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
入
学
式
で
は
国
歌
及
び
校
歌
斉
唱
、

学
校
長
式
辞
、
新
入
生
代
表
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
挨
拶
で

は
光
洋
小
出
身
の
大
城
ち
や
こ
さ
ん(
一
の
三)

が
「
光
洋
小
で
は
『
自
分

た
ち
で
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
』
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
努
力
す
る
こ

と
が
成
長
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
学
び 

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生
活 

に
少
し
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
勉
強
や
部 

活
動
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
何
度 

も
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
小 

学
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て 

楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と 

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
崎
小
出 

身
の
諸
喜
田
結
菜
さ
ん(

一
の
三)

は
「
初 

め
て
の
制
服
、
校
舎
、
友
だ
ち
、
先
生
方 

等
初
め
て
の
こ
と
だ
ら
け
で
不
安
も
あ
り 

ま
す
が
、
楽
し
み
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
す 

。
中
学
校
生
活
で
頑
張
り
た
い
こ
と
は
習 

い
事
と
勉
強
で
す
。
エ
イ
サ
ー
で
は
大
き 

な
動
き
で
人
の
心
を
打
て
る
よ
う
な
演
技 

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
勉
強 

面
で
は
教
科
が
増
え
て
大
変
か
も
し
れ
ま 

せ
ん
が
、
友
だ
ち
や
先
生
、
先
輩
方
に
教 

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
充
実
し
た
学
校
生 

活
を
送
り
た
い
で
す
。
」
と
抱
負
を
語
り 

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
来
賓
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
長
嶺 

美
香
様
、
新
入
生
保
護
者
代
表
挨
拶
を
頂 

き
ま
し
た
名
嘉
ち
な
つ
様
、
誠
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四
十
二
期
生
の
皆 

さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
。 

令
和
七
年
度
職
員
紹
介
！ 

 

【
一
学
年
】 

 
 

 
 

【
二
学
年
】 

 
 

 
 

 
 

【
三
学
年
】 

【
担
任
】 

 
 

 
 

 

【
担
任
】 

 
 

 
 

 
 

 

【
担
任
】 

一
組 

仲
座
千
晃(

数)
 

一
組 

新
垣
良
太(

社)
 

 

一
組 

金
城
勝
樹(

数)
 

 

【
校
長
】
宮
城
義
隆 

二
組 

田
港
卓
也(

理)
 

二
組 

玉
城
優
香
里(

数)
 

二
組 

東
風
平
咲
星(

体)
 

【
教
頭
】
長
嶺
重
信 

三
組 

島
袋
若
奈(

数)
 

三
組 

新
垣
比
南
子(

英)
 

三
組 

鎌
田
美
乃
里(

理)
 

【
教
務
】
當
間
か
お
り 

四
組 

平
良
直
美(

国)
 

四
組 

新
垣
賢
作(

理)
 

 

四
組 

新
里
咲
子(

国)
 

 

【
生
指
】
古
謝
勇
樹 

五
組 

金
城
太
進(

英)
 

五
組 

二
條
健
一
朗(

国)
 

五
組 

池
田
晴
菜(

社)
 

 

【
事
務
】
宜
保
淳
子 

特
支 

渡
嘉
敷
未
来 

 

特
支 

長
嶺
裕
子 

 
 

 

六
組 

大
福
宣
行(

英
語)

 

S
P
E
S
 

津
波
古
恵
美
子 

特
支 

大
城
咲
羅 

 
 

 
 

特
支 

植
前
和
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

通
級 

永
松
実
久 

 
 

 
 

特
支 

松
葉
陽
平 

【
副
担
任
】 

 
 

 
 

 

【
副
担
任
】 

 
 

 
 

【
副
担
任
】 

一
組 

加
藤
倫(

国)
 

 

一
組 

田
邉
美
幸(

音)
 

 

一
、
四
組
新
垣
朋
子(

理)
 

二
、
三
組 

仲
村
優(

社)

二
、
三
組 

上
原
将
也(

社)

二
組 

宮
城
玲
奈(

英)
 

四
組 

城
間
太
一(

体)
 

四
組 

上
原
理
恵(

体)
 

 

三
組 

島
筒
格(

美)
 

五
組 

下
地
桂
子(

家)
 

五
組 

永
松
実
久 

 
 

 

五
、
六
組
丸
尾
学(

技)
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
！ 

～
令
和
七
年
度
入
学
式
～ 

 
 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦してい
る学校をめざして！ 

皆さんは「魅力ある学校づくり」という言葉を
聞いたことがあるだろうか？これは文部科学省
や県教育委員会などが推し進めている教育施策
の一つである。その施策に異論はなく、私自身も
同意している。さて、魅力ある学校とは？様々な
考えや表現があると思うが、私はこれまでの経験
を踏まえ次のように定義した。 

「すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦してい
る学校」と… 

 子どもたちが爽やかな笑顔で挨拶を交わし、自
分自身の居場所があり、仲の良い友だちと青春を
語り合える安心感のある学校。 

 授業が分かる、そして楽しいと感じ、学校行事
や部活動等において仲間と共に、主体的に取り組
む充実した学校。 

 各種検定や部活動、学校外の習い事等の自分自
身の興味関心が高く、または好きな分野で、失敗
を恐れず目標を掲げ、挑戦できる学校。 

 これが私の考える魅力ある学校である。ただ
し、これはあくまで私の考えであって、生徒にと
って魅力ある学校とは？保護者にとって魅力あ
る学校とは？職員にとって魅力ある学校とは？
この三者の視点からの「魅力ある学校」を明確に
する必要があるのではないだろうか。皆さんから
の様々なご意見、よろしくお願いいたします。 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言② 


